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１　弥富トレーニングセンター（沿革） ２　施設の概要

所 在 地 弥富市駒野町１番地

所 有 者 愛知県競馬組合

施 工 年 月 日 昭和５５年３月３１日

敷 地 面 積 ７６５，０２２㎡

（小史） 総 事 業 費 約１７２億円（用地購入費４１億円を含む）

昭和４７年３月 愛知県企業局から用地買収 練 習 馬 場 一周 １，１００ｍ 幅　３０ｍ（練習外馬場）

昭和４７年１２月 第１期建設工事着手 一周　　　９５０ｍ 幅　２０ｍ（練習内馬場）

昭和４９年１１月 練習馬場完成 弥 富 坂
はん

路
ろ

全長　　　４００ｍ 幅　　７ｍ　最大高低差　３．５ｍ

昭和５０年１月 調教関係者住宅３号棟完成・厩舎、調教師住宅Ａ４ブロック完成 トレーニング 厩 舎 ５８棟 １，１６０馬房 延 　３６，９３０㎡

（５０年６月） 調教関係者住宅２・４号棟完成・厩舎、調教師住宅Ａ３・B3・Ｃ３ブロック完成 セ ン タ ー 検 疫 厩 舎 　２棟 　　４０馬房 延 　　１，０７９㎡

（５１年５月） 調教関係者住宅１・５号棟完成 隔 離 厩 舎 　１棟 　　　５馬房 延 　　　　１４６㎡

（５１年６月） 厩舎、調教師住宅Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｂ４・Ｃ１・Ｃ２ブロック完成 調教関係者住宅 　６棟 ２４０戸 延 　１６，１２４㎡

（５２年３月） 調教関係者住宅６号棟完成 調 教 師 住 宅 ６６棟 （２階建） 延 　　５，６７６㎡

（５３年１月） 厩舎、調教師住宅Ａ５ブロック完成
( 厩 舎 に 併 設 ）

昭和５０年５月 騎手会館、馬診療所完成 厩 務 員 会 館 　１棟 ９５室 延 　　４，１８６㎡

昭和５０年８月 厩務員会館完成 騎 手 会 館 　１棟 ６０室 延 　　２，０９０㎡

昭和５１年５月 調教監視塔、装鞍所完成 馬 事 会 館 　１棟 延 　　４，０９４㎡

昭和５１年１０月 馬輸送連絡所完成

昭和５２年２月 第１期建設工事完成

昭和５２年３月 人馬の移動完了 所 在 地 弥富市駒野町１番地 弥富トレーニングセンター内

弥富トレーニングセンター開所 所 有 者 愛知県競馬組合

昭和５２年４月 第２期工事着手 施 工 年 月 日 平成１２年１０月２日

昭和５３年１月 検疫厩舎完成 専 用 場 外 建 物 構 造 鉄骨造平屋建　６６０．０４㎡

昭和５４年１０月 馬事会館完成 発 売 所 収 容 人 員 ８００名

平成１１年１月 坂路完成 (サンアール弥富) 発 売 窓 口 数 自動発売機　　６台、自動発払機 　２台 　計 　８窓

平成１２年１０月 弥富場外発売所（サンアール弥富）開所 設 備 大型テレビ（５０インチ）　　２台

ファン用モニターテレビ（４０インチ）　　１８台

※ 平成２４年８月１日現在の関係者数 客席数　　１２０席

　合　計　　２７０名　（調教師　３８名、調教師補佐　２名、騎手　２２名、厩務員　９０名、家族等　１１８名） 駐 車 施 設 １４，８００㎡　　５００台

※ 平成２４年８月１日現在の在厩馬

　合　計　　４８５頭

　昭和４０年代、名古屋競馬場の内外に点在していた馬房に在厩する競走馬約１，１００頭
について、競馬場周辺の発展に伴い馬の歩行運動による危害又は環境衛生等の問題に
より、周辺住民の厩舎移転の要望が高まり、厩舎移転の検討がなされた。
　昭和４７年、愛知県企業局造成の海部郡弥富町（当時）の鍋田干拓東地区の７６万㎡余
の用地を買収、同年１２月から建設工事に着手し、昭和５２年２月に第１期工事が完成し
た。同年３月、名古屋競馬場等から人馬の移動を完了し、弥富トレーニングセンターとして
開所した。

平成24年8月21日
愛 知 県 競 馬 組 合




